
　警報の発表基準をはるかに超える豪雨や大津波等が予想され、重大な災害
の危険性が著しく高まっている場合、気象庁は「特別警報」を発表し、最大
限の警戒を呼び掛けます。

○発表基準

※表中の“数十年に一度”の現象に相当する降水量等の
　客観的な指標は、気象庁ＨＰを参照。

○特別警報が発表されたら
　特別警報が出た場合、お住まいの地域は数十年に
一度しかないような非常に危険な状況にあります。
　周囲の状況や市町村から発表される避難指示等の
情報に留意し、ただちに命を守るための行動をとってください。

19

出典：気象庁ホームページ
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津　波 高いところで 3mを超える津波が予想される場合
（大津波警報を特別警報に位置づける）

火山噴火
居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が予想される場合
（噴火警報（噴火警戒レベル ４以上）及び噴火警報（居住地域）を特別警報に
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ただちに命を守る行動を
とってください！

　 　
○土砂災害のおそれがある地域では
　土石流、地すべり、がけ崩れなど、土砂災害のほとんどは大雨や長雨など
が引き金となって起こります。
　山やがけが迫っている土地、高台や傾斜地などでは、普段から非常持ち出
し品を用意したり、避難場所や避難経路を家族で話し合い、確認しておくこ
とが大切です。
　特に梅雨時、秋の長雨、台風シーズンには十分な注意が必要です。

○こんな「がけ」が、特に危ない！
　はり出したがけはもちろんのこと、勾配が30度以上ある場合は注意が必要
です｡
　がけに浮き石や亀裂、湧き水があったりしたら、危険の前兆かも知れませ
ん。普段から気をつけてください。

○こんな「まえぶれ」が、もっと危ない！
　がけから頻繁に小石が落ちる、亀
裂が走る、水がにごる、音が聞こえ
る…
こうなると何らかの異変が起こって
いると考えられるので、十分に注意
してください。
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知恵袋「大雨・長雨のときは、早めに避難を」

　近くにがけがある場合は、常日頃から注意
を払い、大雨や集中豪雨が予報されたり、が
け崩れのまえぶれに気がついたら、ためらわ
ずに避難しましょう。
　お年寄りや子供がいるご家庭では、特に早
めの避難を心がけてください。どうしても避
難できないときは、 1階よりは ２階へ、がけ
とは反対側の部屋へ移動しましょう。
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